
2024年度 第 1回 教育課程編成委員会 議事録 

 

学校法人 ＹＩＣ学院 ＹＩＣビューティモード専門学校 

令和 6年 7月 23日（火） 15：30～16：30 

 

出席者：教育課程編成委員（3名） 

    山村 朋之 様：株式会社ライブス 代表取締役 

    糸賀 義将 様：有限会社ビューティサロン ニュースタイル代表取締役社長 

佐竹 章宏 様：山口県美容業生活衛生同業組合理事長・有限会社美髪ファンタスティックＢヘアー代表 

 

本校教職員 

    河津 道正 ：副校長 

    三船 龍  ：事務長補佐  

    大宮 友美子：教務課長 

    金次 郁織 ：美容学科学科長 

 

欠席者：千村 希人 ：教務課長 

 

１．副校長挨拶 

 

２．委員紹介 

 

３．今年度状況 

  学生状況【資料 1】 

  大宮：昨年度は 1年 45名、2年 48名の計 93名でした。 

     国家試験では 2名筆記試験不合格で、今年度再受験します。 

     未内定者 1名はアイリスト希望で国家試験不合格のため、取得してから就活となります。 

現在 1年 54名、2年 45名の計 99名です。 

 

  就職活動状況【資料 2】 

大宮：就職状況は 6/30まで掲載しています。現在は 21名内定を頂いており、内定率は 46.6％です。 

   内訳は県内 13名、県外 8名です。 

  山村：内定状況は例年に比べて早い？遅い？ 

  金次：遅いということはないです。今年度の傾向としては県内就職希望が例年に比べて多いと感じています。 

  大宮：2年生は、企業説明会を 1年次に 2回、2年次に 5回実施しています。 

     6～7月に 2社（東京・広島）個別で相談会を実施しました。 

     また 2 年次の最初の授業で就活セミナーを実施し、自己ＰＲ作成や面接練習を行い、就活にむけての意

欲を高めるきっかけを作りました。 

  山村：トータルコースの学生は美容師志望はいない？ 

  大宮：昨年度はその傾向が顕著でしたが、今年度は学べる技術は全て学んでいくという姿勢が感じられる。 

     今年度のヘアメイクライブは 7/6（土）に行い、高校生 35名、一般 145名、ＹＩＣ関係者 5名の 

     185名の来場を頂きました。例年に比べて来場者数が増えました。 

     次年度は 7/12（土）に防府アスピラートで行います。 



  山村：来場者数が増えた要因は？特典などを付けたなどの理由がありますか？ 

  河津：高校の定期テストが終わった後、また夏休み前で動きやすかったことが要因であると考えられます。 

     当初予定は無かったが、防府市長が来られてご意見を頂きました。 

  河津：保護者向けの就職ガイダンスを行う時期は？ 

  大宮：昨年度は１年次の 3月に実施し、保護者 12名の参加でした。 

  河津：情報ビジネス専門学校は 1年次 11月に行っており、参加率は 95％なので、ビューティモードは少なく 

感じるが、どうですか？ 

  大宮：保護者も美容関係者で、休みの関係で来られないということもあります。 

     １年生は 8/19（月）に CHITOSE 山村先生に在り方セミナーとデモンストレーションをしていただき、 

早くから就職活動を意識してもらうためのきっかけ作りを行います。 

 

４．前回ご提案されたことへの取り組み【資料 3】 

  大宮：美容業界で兼任で働く事前教育ということで、オープンキャンパスや高校ガイダンス等で啓蒙活動を 

     行いました。 

     授業中の携帯使用の指導については、授業中はロッカーにしまうルール化を実施中です。 

     メモを取る習慣をつけるために、2024年度生はプリント配布ではなくノート作成にしました。 

     授業最後 15分でまとめる作業を行い、自分でまとめる力をつけるよう指導しています。 

  山村：紙カルテの店もまだあるので、書く癖をつけるのはいいこと。 

  河津：受付システムを学生時代に触れさせる必要性はありますか？ 

  山村：あまり必要性は感じないが、業界が意識するものは集客と求人の 2つであるということを知っておくの 

は大事かもしれない。 

今はインスタでの集客を行う方が必要性が高い。インスタ勉強会などを行ったらどうか？ 

  糸賀：本社でもインスタ勉強会を行ったことがあるので、紹介できます。 

  大宮：授業などにも取り入れていきたいと思う。 

 

５．質疑応答 

  金次：ヘアメイクライブの作品について、もっと良い作品にするためにサロン様からアドバイスなどを頂き 

たいと思っています。 

  山村：監修という形で関わっていけたらいいですね。 

  糸賀：ヘアショーを観に行くというイベントはないんですか？ 

  大宮：ヘアショーがあまり無くて、前年度のヘアメイクライブが参考になっている状況です。 

  佐竹：予算が厳しいのは、協賛をとっていくのもいいかもしれないですね。 

   

６．次回開催予定 

  2025年 2～3月ごろ 


